
 項 目 別 評 価

NO
H24年度
実績評価

備　　　　　　考

1 Ｓ ドクターヘリの運航が開始され、ドクターカーと併せ、より充実した救命救急医療が提供された。

2 Ａ ハイリスクの妊婦等を山梨大学附属病院、国立甲府病院と役割分担をし、専門的な医療を提供した。

3 Ａ がん医療についての県民への普及啓発活動に積極的に取り組んだこと及び通院加療がんセンターの開所により、通院型の治療体制を確立したこと。

4 Ｂ

5 Ｂ

6 Ｂ

7 Ｂ

8 Ｂ

9 Ａ 医療観察法に基づく入院及び通院治療を適切に実施し、同法に基づく医療機関としての責務を果たしたこと。

10 Ｓ 広報活動を積極的に行ない、定員どおりの研修医を確保できたこと。

11 Ａ 7対1看護体制を維持するとともに、職場環境の改善のため院内保育所を整備したこと。

12 Ｂ

13 Ａ DPCから得られるデータを有効活用し、クリニカルパスの新設、見直しを積極的に行ったこと。

14 Ｂ

15 Ｂ

16 Ｂ

17 Ｂ

18 Ｂ
総合案内の延長、地域連携センターによる多くの相談業務、患者満足度調査を行ない、患者サービスの向上に努めた。
ただ、患者の待ち時間については、待ち時間を表示するなどの取り組みが遅れている。

19 Ｂ

20 Ｂ

21 Ｂ

22 Ｂ

　２　医療に関する調査研究 23 Ａ 大学病院と異なり、患者の診療を行ないながら治験、調査及び臨床研究に積極的に取り組んでいること。

（１）医療従事者の研修の充実 24 Ｂ

（２）県内の医療水準の向上 25 Ｂ

（１）地域医療機関との協力体制の強化 26 Ｂ

（２）地域医療への支援 27 Ｂ

（３）社会的な要請への協力 28 Ｂ

　５　災害時における医療救護 29 Ｂ

　１　簡素で効率的な運営体制の構築 30 Ａ 病院会議及び院内連絡会議を積極的に活用し、経営分析・経営改善に取り組んだ。

　２　効率的な業務運営の実現 31 Ｂ

　３　経営基盤を強化する収入の確保、費用の節減 32 Ｂ

　４　事務部門の専門性の向上 33 Ｂ

　５　経営参画意識を高める組織文化の醸造 34 Ａ 病院会議及び院内連絡会議において病院全体で共通認識の醸成を行ない、各診療科毎の稼働額の比較・分析に取り組んだこと。

　６　誇りや達成感をもって働くことができる環境の整備 35 Ｂ

　予算、収支計画及び資金計画、短期借入金の限度額 36 Ｓ 引続き経常利益が増加し、経営基盤の安定化が図られたこと。

　１　保健医療行政への協力 37 Ｂ

　２　法令社会規範の遵守 38 Ｂ

　３　積極的な情報公開 39 Ｂ

　４　移行前の退職給付金に関する事項 40 Ｓ 平成23年度までに、移行時の課題であった退職給付引当金18億円を全額計上したこと。

　５　山梨県地方独立行政法人の業務運営並びに財務及び会計に関する規則第５条で定める事項 41 Ｂ

　　評価Ｓ…当該事業年度における中期計画の実施状況が特に優れている Ｓ 4

　　評価Ａ…当該事業年度における中期計画の実施状況が優れている Ａ 8

　　評価Ｂ…当該事業年度における中期計画の実施状況が順調である Ｂ 29

　　評価Ｃ…当該事業年度における中期計画の実施状況が劣っている C 0

　　評価Ｄ…当該事業年度における中期計画の実施状況が著しく劣っており、大幅な改善が必要 Ｄ 0
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　オ　エイズ医療

　ア　医師の育成・確保

　イ　児童思春期精神科医療

　ウ　心神喪失者等医療観察法に基づく医療

　ウ　がん医療

中期計画の項目

　エ　難病（特定疾病）医療
　① 県立中央病院
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（１）政策医療の
提供

　カ　感染症医療

　ア　精神科救急・急性期医療

　ア　救命救急医療

　イ　総合周産期母子医療

　⑤診療情報の適切な管理

　イ　７対１看護体制の導入

　ア　クリニカルパスの推進
（２） 質の高い
医療の提供

（３）県民に信頼
される医療の提
供

　② 県立北病院

　③ 医薬品等に関する情報の的確な提供

　イ　診断群分類包括評価（DPC)の導入

　② 医療の標準化
　　と最適な医療の
　　提供

　③ 高度医療機器の計画的な更新・整備

　① 医療倫理の確立

　② 患者・家族との信頼・協力関係の構築

　① 医療従事者の
　　確保


